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［特集］

新学習指導要領への移行期間と新教材—

移行期間用の文科省教材が出そろう
01

　文部科学省が，移行期間（平成 30 〜 31年度）の

ために配布する小学校外国語活動用の新教材，We 

Can! 1〜 2（５〜６年生用）の内容を昨年 9 月に，

Let’s Try! 1 〜 2（３〜４年生用）の内容を12 月

に公表しました。いずれも文部科学省のウェブサイト

「新学習指導要領に対応した小学校外国語教育新教

材について」(http://www.mext.go.jp/b_menu/

shingi/chousa/shotou/123/houkoku/1382162.

htm) から見本が PDF ファイルで入手できます。この

サイトでは，この他に，3 〜 6 年生用の「年間指導

計画例」，「ワークシート」や 3 年と5 年の 1単元分「指

導書サンプル」，『小学校外国語活動・外国語　研修

ガイドブック』等もダウンロードできます。「学習指導

案例」については，随時更新が予定されています。

　また，IDとパスワードが付与された学校や教育委

員会などが利用できる「新教材ダウンロード専用サイ

3 ～ 4 年生は Let’s Try! 1 ～ 2，
5 ～ 6 年生は We Can! 1 ～ 2

ト」が設けられており，こちらでは 3 〜 6 年生用の「教

師用指導書」，「デジタル教材」，さらに弱視者用の「拡

大版」なども公開されています。本稿作成時点では，

さらに「点字版」が 3月掲載予定となっています。

　移行期間に必ず確保することが求められている「外

国語活動」の時間数は，3 〜 4 年生が年間 15 単位

時間，5 〜 6 年生が年間 50 単位時間ですが，Let’s 

Try! のすべての内容を活用した場合に想定される配当

時間は年間 35 単位時間，We Can! は年間 70 単位

時間です。Let’s Try! や We Can!を使用する場合は，

各学校で確保できる時間数などに応じて，必要な内

容を選択・抜粋して活用することになりそうです。

　なお，実際に配布される We Can! 1の冊子に

は Hi, friends! 1 が，We Can! 2 の 冊 子 に は Hi, 

friends! 2 が，それぞれ合冊になって付属する予定で

す。とくに扱う指導内容が多い平成 30 年度の 5 〜

移行期間における新教材の扱い方

【3 年生】
15 時間
配当の
場合

標準の 35 時
間を想定した
配当時間 ※１

【4 年生】
15 時間
配当の
場合

標準の 35 時
間を想定した
配当時間 ※１

Let’s Try! 1 Unit 1 2 2 Let’s Try! 1 Unit 1 1 2

Let’s Try! 1 Unit 4 4 4 Let’s Try! 1 Unit 2 1 2

Let’s Try! 1 Unit 6 4 4 Let’s Try! 1 Unit 4 3 4

Let’s Try! 1 Unit 8 5 5 Let’s Try! 1 Unit 6 3 4

Let’s Try! 1 Unit 9 帯 5 Let’s Try! 2 Unit 2 2 4

合計 15 ＋帯 （20） Let’s Try! 2 Unit 5 3 4

※ 1) 年間 35 単位時間で，Let’s Try! 1 を 3 年生で，Let’s Try! 2 
 を 4 年生で扱った場合に文部科学省が「年間指導計画例 
 （案）」で想定している授業時数

Let’s Try! 2 Unit 8 2 4

Let’s Try! 2 Unit 9 帯 5

合計 15 ＋帯 （29）
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　６年生で Hi, friends! 2 の Lesson 4 を扱う場合

のみ，標準的な配当時間に 1 時間追加されています。

これは，新教材 We Can! 1の Unit 7 で扱っている

「ものの位置を表す語句」を扱うためとのことです。

この他，留意点として，５年生の Hi, friends! 1の

Lesson 6 使用時からは「活字体の大文字に適宜触

れ，十分慣れ親しませるようにする」こと，６年生の

年初からは「毎時間少しずつ活字体の小文字に触れ，

十分慣れ親しませるようにする」ことが示されています。

3 年生，4 年生についても新教材 Let’s Try!を扱う際

には，当該の単元内で定着を図るのではなく，それ

以降の時間にも関連する活動を適宜行うことが求めら

れています。

6 年生に対しては，Hi, friends! の内容を多く扱いな

がら Let’s Try! や We Can! の内容を精選して（各単

元で少しずつ時間を切り詰めて）追加する指導計画

の立案が必要になるでしょう。2 つの表は，文部科学

省が例示した「移行期間における学習内容例」より，

平成 30 年度用の内容を整理したものです。

【５年生】
50 時間
配当の
場合

標準の 70
時間を想定
した配当
時間 ※ 2

【６年生】
50 時間
配当の
場合

標準の 70
時間を想定
した配当
時間 ※ 2

Hi, friends! 1  Lesson 1 1 2 Hi, friends! 2  Lesson 1 3 4

Hi, friends! 1  Lesson 2 1 2 Hi, friends! 2  Lesson 2 4 4

Hi, friends! 1  Lesson 3 4 4 Hi, friends! 2  Lesson 3 4 4

Hi, friends! 1  Lesson 4 5 5 We Can! 1  Unit 5 2 8

Hi, friends! 1  Lesson 5 4 4 Hi, friends! 2  Lesson 4 5 4

Hi, friends! 1  Lesson 6 5 5 Hi, friends! 2  Lesson 5 4 4

Hi, friends! 1  Lesson 7 4 4 Hi, friends! 2  Lesson 6 5 5

Hi, friends! 1  Lesson 9 4 4 Hi, friends! 2  Lesson 8 4 4

Let’s Try! 2  Unit 6 4 4 We Can! 1  Unit 9 2 8

We Can! 1  Unit 1 2 8 We Can! 2  Unit 1 1 8

We Can! 1  Unit 3 3 7 We Can! 2  Unit 3 2 8

We Can! 1  Unit 5 5 8 We Can! 2  Unit 4 2 8

We Can! 1  Unit 7 3 8 We Can! 2  Unit 5 4 8

We Can! 1  Unit 9 5 8 We Can! 2  Unit 7 4 8

合計 50 （73） We Can! 2  Unit 9 4 8

合計 50 （85）

※ 2) 年間 70 単位時間で，We Can! 1 を 5 年生で，We Can! 2 を 6 年生で扱った場合に文部科学省が「年間指導計画例（案）」で想定 
 している授業時数。

表紙の絵には，B から始まる内容の
語が描かれています。どんな語が隠
れているか探してみましょう。

表紙の絵から英単語を探して
みましょう

ココも C h e c k !
Question

Answer bookstore, bat, bus stop, ball, 
boy, bag, bear, bench, book



4

　このやり方で実施を決めた，私の把握している学
校や教育委員会では，文部科学省から出される様々
な情報を収集整理し，学校現場のサポートとなる提案
をするために小中一貫カリキュラム作成委員会等を作
り，スムーズな実施に向けた準備を進めています。た
だし，五月雨式に流される情報に応じて修正を余儀な
くされたり，肝心の具体的な指導案・評価についての
詳細について新学期が始まるぎりぎりまで明らかにさ
れていなかったりする状況に，困惑しているというの
が本音のところのようです。

　移行期間中の 2 年間だけで使用される文部科学省
の共通教材 We Can! 1, 2 ですが，理論上は，３・
４年生でLet’s Try!を年間各 35 時間学習した上で５・

高学年 70 時間，
中学年 35 時間で取り組む学校

We Can! を効果的に使用するには

６年生が，各 70 時間を使って学習する教材として作
成されたものと考えられます。系統性や児童の発達段
階に応じた活動が丁寧に吟味されて作成されているは
ずです。
　ただし，３年・４年の２年間各 70 時間を使って
Let’s Try! 1, 2 の内容を学んでいない小学校では，
We Can! 1, 2 のそのままの使用は難しいはずです。
例えば，語彙もそうですし，文字の指導に関して言え
ば，「音声で十分に慣れ親しんだ語句や表現を読んだ
り書いたりする」という前提，つまり，３年生からの
音声中心の慣れ親しみの積み重ねがあって初めて We 

Can! を用いた文字指導が成り立つことを無視するこ
とはできません。
　5 年生において，たとえ年間 70 時間の実施を行っ
たとしても，３年・４年の学習経験なしに We Can! 

1で目指しているゴールまで到達しようとすると，どこ
かに歪みが生まれてくるに違いありません。
　更に，指導者が実施することになっている Small 

Talk の例を見てみると，高学年を担当する教師には

新学習指導要領全面実施までの移行期間，
小学校の英語の授業をどのように進めるべきか，
各自治体によって実施の方法は様 で々す。高学年を70 時間，
中学年を 35 時間で実施するところもあれば，
高学年 50 時間，中学年 15 時間で進める学校もあります。担当す
る教員においても，担任に加え ALT が毎回授業に入る学校もあれ
ば，予算削減のため十分な ALT の配置ができなくなったという学
校もあります。
一方，専科教員が一人で指導するという取り組みを
始める自治体も出てきました。
全国で実施される教育の内容や条件がこれほどまでに
違っていてよいものか，不安の声も聞こえてきています。

「読む」「書く」指導をどこまでやるのか，やり方を間違って
しまうと児童にとっても教師にとっても負担が
大きくなりかねません。全面実施までの移行期間の在り方に
ついて押さえておくべき点について一緒に考えてみましょう。

●
第四期中教審外国語専門部会専門委員，

中学校英語教科書『ONE WORLD』（教育出版）著者。
日本児童英語教育学会理事，
日本英語音声学会理事ほか。

小学生への指導経験を踏まえ
教材開発と全国各地での指導にあたる。
著書に『小学校の英語教育』（教育出版）

『小学校外国語活動の進め方』（成美堂）ほか。
共著書に『主体的な学びをめざす小学校英語教育』

（教育出版）ほか。

金
かなもり

森 強
つよし

文教大学教育学部教授

02
［特集］

新学習指導要領への移行期間と新教材—

移行期間をどのように進めるか
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高いレベルの英語力が求められることが分かります。
実際には，それほど高い英語力を持った小学校教員
の数は限られているはずです。教員配置を工夫して実
施できると言いきれる自治体は多くはないでしょう。

　時間が少なければ楽になるということではありま
せん。文部科学省が例示している「移行期間におけ
る学習内容例」では，50 時間での実施の場合，Hi, 

friends!を中心に We Can! の一部を使用するように
示されています。「教科」として，英語の基本的な技
能を定着されるために作成された We Can!と「領域」
として，英語への慣れ親しみ，素地を育てることをね
らいとする Hi, friends! を合わせて指導することはそ
れほど簡単ではないはずです。
　出版社等から高学年各 50 時間，中学年各15 時
間の指導計画案が出されており，学校や自治体によっ
てはそのままを実施するように計画しているところもあ
るようですが，文科省が教材作成の際に考えた本来
の配当時間数を考慮せず，言語材料が関連する部分
をつなぎ合わせるだけの指導計画になっているものも
あるようです。また，そのような指導案が，実際の現
場でどれくらいの効果があるのか，十分な検証がなさ
れているわけでもないはずです。たとえ研究開発校等
の特殊な教育環境で実施可能であったとしても，英
語活動の指導経験が少ない教師の多い学校やクラス
サイズが異なる学校で同じような効果が期待できるは
ずはありません。
　特に，評価をどのように考えるのか，学校や自治体
でしっかりとした共通理解ができていないと，学習内
容や評価規準，評価の方法が統一されないままでの
実施になりかねません。中学校英語の前倒しの指導
になってしまったり，音声指導の苦手な教員が「読み」

「書き」の指導に逃げてしまったりするようなことになっ
てはいけないはずです。いずれにしても，移行期間の
評価の在り方については工夫が必要となるでしょう。
これまでの領域としての評価と同じままではいけない
はずです。We Can!を使用する意味がなくなってしま
うからです。

高学年 50 時間，
中学年 15 時間で取り組む学校

　例えば，文科省が公表した「移行期間における学
習内容例」では，6 年生の最終単元として We Can! 

2 の Unit 9 に 4 時間が配当されています。本来は８
時間配当で，たっぷりと聴く活動の実施を通した指導
が想定されている単元です。この単元を最終目標はそ
のままで，半分の時間で指導することが可能とは到底
思えません。音声言語としての英語に慣れ親しむ活動
が十分でなければ，文字指導まで到達することは不
可能なはずです。「読む」「書く」までを含めてゴール
設定してしまうと，限られた時数での指導は難しくな
るはずです。また，４時間に削るとしたら，どの活動
部分を削ればよいのでしょうか。英語教育に関する専
門的な知識や経験が十分ではない小学校教員に任せ
てよいことではなさそうです。より多くの児童に「でき
る」という達成感を与えるためには，十分な慣れ親し
みの時間が必要です。中学校の英語学習への期待を
抱かせるためにも，小学校での英語学習体験を，中
学校で英語を学ぶことへの更なる動機付けとなる充実
した時間にすることが大切です。

　公益財団法人こどもの貧困対策センター「あすのば」
が行った「子どもの生活と声 1500 人アンケート」中
間報告 (2018/2/13) によれば，経済格差が広がるな
か，保護者が諦めたことのトップとして，子どもの「塾・
習い事」が 70％近い数字で挙げられていました。中
学校入試に英語のペーパーテストを課す学校も増えて
いると言います。
　学校外で英語に触れることができる児童だけではな
く，学校の授業だけで十分育てることが可能なゴー
ル設定をすべきなのは当然のことです。したがって，
各学校においては，これまでの児童や教員の学習・
指導経験等，各学校の実態に応じた，丁寧かつ慎重
な取り組みが求められます。

Hi, friends!とWe Can! の合体？

子ども，教師の実態に合った指導を
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　新学習指導要領の移行措置または先行実施に向け

て，新教材が手元に届きました。4月を迎えるまでに，

校内研修や教育委員会等の研修講座などでその使用

感を確かめた先生方もいらっしゃるかもしれませんが，

実質的にはこれから授業で実際に使ってみながら試行

錯誤していくことになるのではないでしょうか。本稿で

は，新教材をよりよく活用するために確認が必要と思

われる点に触れたいと思います。

　新教材をより効果的に使うためには，その編集方

針，つまり「新教材の特色」を知ることが手がかりに

なるはずです。その特色は，2017 年 9 月に開催され

た「新学習指導要領に対応した小学校新教材説明会」

において，下記のように説明されています。

新教材の特色（各項目の最後に「の設定」あり）

①子供の興味・関心に合う題材

②場面設定から使われている語句や表現を推測し， 

　語句や表現に出合わせる活動

③映像資料を視聴して考える活動

④既習語句や表現を繰り返し活用する活動，対話の 

　続け方を身に付ける活動

⑤言いたいことを表現できるような学習内容

⑥細かなステップを踏んだ，読む・書く活動

⑦ゆっくり文字を読んだり，書いたりする活動

⑧読んだり書いたりする必然性のある活動

⑨読むことに慣れる，自分で読むようになる活動

　 この 9 点の解 説において，Let’s Watch and 

Think / Read and Write / Read and Watch や

Sounds and Lettersといった，Hi, friends! にはな

かった新たな活動設定や，三人称や過去形などの新

たな学習内容の追加などにも触れられています。説明

会以前の報道においても，大きな変化として世間の

関心を引いていたのは後半の目新しい部分でしたが，

「読む・書く」が直接的に関係するのは高学年の We 

Can! のみです。

　「読む・書く」活動の重要性は改めて強調するまで

もありませんが，小学校教育現場においては，まずは

中学年の Let’s Try! にも共通している①〜⑤の前半

部分に目を向けるべきではないでしょうか。これまで

新教材のよりよい
活用のために

●
翻訳業，高校教員の職を経て，現任校に着任。英語教育
学を専門として，大学で教員養成に携わるほか，小学校
や自治体の教員研修で講師を務めたり，学会運営に関わっ
たりしながら，地道に教育現場の支援に努めている。
　共著書に，『主体的な学びをめざす小学校英語教育』，

『Q&A 小学校英語指導法事典』（ともに教育出版），『新
編　小学校英語教育法入門』（研究社）ほか。

田
た

邉
なべ

義
よしたか

隆
近畿大学 法学部 准教授

［特集］

新学習指導用要領への移行期間と新教材—03

移行期間中は，中高学年，あるいは小中の接続の
観点から，「最低限必要な内容と，それを活用して
行う言語活動を中心に取り扱う」ことが小学校教育
現場には求められています。現場に課せられた新たな
試練と言っても過言ではないでしょう。
この度の新教材はその支えとなるべく
開発・作成されているはずですので，
その活用を考えることが有効な対策に
なるのではないでしょうか。
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Hi, friends! で行ってきた指導を見直す機会にもなる

と考えるからです。そこで，前半の項目と関連が強い「聞

く」活動を取り上げてみたいと思います。

　音声や文字で表現させる産出活動に意欲的に取り

組ませるためには，まずは聞く活動の充実が求めら

れます。そのためには，単元計画を立案するにあた

り，目標とする語句や表現をあの手この手で聞かせ

るところから始め，活動内容が少しずつ受信から発信

に移行するよう，一連の指導を設計する必要がありま

す。時間数の増加に伴って総ページ数が増えているの

も理由のひとつではありますが，We Can! では従来

の Hi, friends! よりも聞く活動が多く設定されている

ので，インプットを充実させた授業展開が計画しやす

いでしょう。Unit によって，設定してある活動数にば

「聞く」活動の扱い

らつきがあるため少し戸惑うこともあるかもしれません

が，Let’s Listen に加え，Let’s Watch and Think

も重要なインプット源として位置づけてあります。

　これらの活動を行う際には，機械的な答え合わせ

に終始することのないよう，聞かせる前に誌面のイラ

ストや画像について発問してみたり，聞き取るポイント

を焦点化してみたり，また，答えの確認が終わった後

には目標とする語句や表現を使ってペアで口慣らし程

度の練習をしてみるなど，各活動に広がりをもたせる

指導が求められます。これに加え，Small Talk で同

じ表現を使って指導者のことを話したり，子どもたち

とやり取りしたりすることで，聞かせる分量をさらに増

やし，より充実したインプット機会とすることができま

す。このような指導の流れは，児童用冊子とともに公

開されている学習指導案例 （ ） でイメージ

をつかむことができますし，基本的には Hi, friends! 

を使って実践してきた指導と根底にある部分は変わり

参考 1,　2

新学習指導用要領への移行期間と新教材—03

（ 参考 1 　学習指導案例 We Can! 1, Unit 1，1ページ目） （ 参考 2 　学習指導案例 We Can! 1, Unit 1，6 ページ目）
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する補助となる足がかりを巧みに設定する必要もあり

ます。

　このように，新教材のよりよい活用を考えるために

は，これまでの指導を振り返りつつ，新しい教材を使っ

た授業設計をしていくべきと考えます。

　新教材のよりよい活用を考えるうえで，この度提供

された教授資料一式にも目を向けてみます。小学校の

外国語教育は 2011年に「外国語活動」が必修化さ

れる以前から全国規模で取り組まれてきましたが，小

学校教育現場では相応の自信をもって指導に当たって

いる先生方ばかりではなく，むしろ不安を抱えながら

進められている現状があることは，文部科学省だけで

なく民間の調査でも明らかにされているところです。

　このような現状への配慮は，この度の新教材開発・

作成時にも見られます。「新教材」には，児童用冊子，

デジタル教材，ワークシート，年間指導計画例，学

習指導案例，教師用指導書の 6 点がパッケージ化さ

れています。この中の教師用指導書は，Hi, friends! 

でも用意されていますが，限られた誌面に要点が凝縮

して掲載されているので，必要最低限の情報ではあっ

ても，We Can! と Let’s Try! の全体像やそこに掲載

されている活動のねらいを把握したり，教材研究を進

めたりするうえで役立つはずです。

　また，活動を導入する際に必要な教室英語や

Small Talk の糸口が示されていたり，子どもの実態

に応じた活動の展開方法の例や，単調な繰り返しを

防止するための活動のバリエーションなども簡潔に補

足されたりしています。さらに，対話的な学びを展開

できるように，子どもたちとのやりとりを意識した展

開例や，気づきや思考を促す発問の具体例も挙げてあ

り，教員が新教材を使いながら指導力をつけていくた

めのヒントや指導上の留意点が適度にちりばめられて

いますので，授業準備を支える情報源として大いに活

用すべきでしょう。

　昨今の教育現場の現状を踏まえると，自転車操業

教授資料の活用

ません。

　新教材活用の第一歩としては，先に述べた点を踏

まえたうえで，児童用冊子の誌面上に用意された活動

に慣れることを目標として取り組めばよいと思います。

しかしながら，この度の新教材に限らず，教材で扱わ

れる題材には，さまざまな学習者が使用することを踏

まえると，ある程度の汎用性が必要です。必然的に，

聞こえてくる内容も無難なものです。そこで，子どもた

ちの興味を喚起し，関心を高め，目標とする語句や

表現とのよりよい出合いを演出するためには，「話題」

を掘り下げ，「場面」から推測させるかたちで，聞く活

動を用意することが求められます。

　これができるのは，やはり目の前の子どもたちの

様子を知る学級担任や学校関係者です。各単元で

目標とする語句や表現と子どもたちを繋ぐには，先

生オリジナルの Let’s Listen や Let’s Watch (and 

Think) を用意するのが理想的です。例えば，We 

Can! 2 Unit 5 My Summer Vacation の学習指導

案（『研修ガイドブック』p.65) では，第 1 時にデジ

タル教材の Let’s Listen 1を使って，I went to ...，

I enjoyed ...，などの表現の導入が行われています。

できればこの活動を行う前に，目の前の子どもたちに

響くトピックに関連付けて導入したいところです。

　教師用指導書にも「導入として音声を聞かせる前に，

指導者が自分自身の夏休みの思い出について，当該

表現を使って話をするとよい」（p.48）と書いてありま

すが，子どもたちがもっと興味を示すのは，先生の若

かりし頃に過ごした夏休みかもしれません。当時の画

像など見せながら，感慨深く話をするといった演出を

してみせると，子どもたちをぐっと引き込むことができ

るのではないでしょうか。少しずつ時間を遡るように

すれば，同じ表現を繰り返し用いて何度も聞かせるこ

ともできます。

　さらに，子どもたちにまとまった内容を聞き続けさ

せるには，目標とする語句や表現が使われる題材設

定を工夫することに加え，既習事項を適切に活用した

り，視聴覚資料や動作などの非言語情報も適宜取り

入れたりして，子どもたちが語句や表現の意味を推測
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のごとく授業準備に取り組む日々の中では，学習指導

案例に示してある内容をそのまま実践するだけでも精

一杯…という声も聞こえてきそうですし，外国語活動

の指導経験が浅い場合は，当面の目標としてはそれで

もよいのではないかと個人的には思っています。その

次の段階として，目の前の子どもたちの実態に応じた

授業づくりに取り組む際には，教師用指導書に示され

たヒントが役立つでしょう。

　その一方で，指導者の使い勝手を考慮したうえで用

意されている教師用指導書は，教授資料パッケージ

の一部でしかないことも認識しておかないと，誤った

教材理解につながる恐れもあります。

　We Can! 教師用指導書の各単元の 2 ページ目

( ) には，「指導の流れ（全〇時間）」とい

うタイトルのもと，児童用冊子誌面の 1ページから 8

ページを順に並べて，その横に単元の導入から最後

の言語活動に至る流れがまとめてあるため，1，2ペー

ジが導入に使われ，誌面上の配列通りに活動を進め

て 7ページの言語活動で締めくくるといった印象を与

えかねません。

　例えば We Can! 1 Unit 5 She can run fast. He 

can jump high. では，最初の見開きページに Let’s 

Play があり，子ども同士のやり取りやクイズが設定さ

参考 3

れています。しかしながら，学習指導案例に示されて

いる指導の展開は誌面上の配列通りではありません。

同じような Unit は We Can! 1にも 2 にも複数ある

ので，教師用指導書だけを何の気なしに参照している

と，目標となる語句や表現を単元開始早々に使わせ

る授業を計画してしまうことにもなりかねません。

　これに加え，学習指導案例には児童用冊子の誌面

にも教師用指導書にも出ていない活動が加えられてい

ます（ の◯つき項目部分を参照）。例
えば，We Can! 1 Unit 1 Hello, everyone. の 2/8

時間にある「ミッシング・ゲーム（文字）」のように，

段階的指導を考慮して必要な活動が適宜追加されて

いるので，教師用指導書はあくまでも教授資料パッ

ケージの一部であることを念頭に置いたうえで参照す

ることが求められます。

　新教材を含め，移行措置の関連資料は膨大な分量

に及んでいます。指導に当たる先生方がこれらをすべ

て消化するには，相応の時間を要すると思われます。

しかしながら，多少のばらつきはあるとしても，小学

校の先生方にはこれまで取り組んできた外国語活動

の指導経験が下地としてあり

ます。したがって，新学習指

導要領の移行措置または先行

実施は完全な「リセット」では

ないはずです。入門期における

「音声を中心とした」外国語教

育の「体験的な」授業の在り

方などは，小学校教育現場に

かなり浸透してきた感がありま

す。新教材をよりよく活用する

ためにも，これまでの積み上

げを振り返りつつ，新たな内

容に取り組んでいきましょう。

参考 1,　2

さいごに

（ 参考 3 　教師用指導書 We Can! 1 Unit 1，1〜 2 ページ目）
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　「At the airport」と題された 6 年生の授業では，

空港の入国審査・税関審査という場面設定で，市内

の外国語活動コーディネーター，近隣小中学校の英

語教師や高校生の協力で入国審査官・税関審査官に

扮してもらい，旅客役の児童と実際の空港さながらの

会話を繰り広げました。

　冒頭で学級担任の根本未来先生，ALTのYvonne 

Lawson 先生と一緒に英語で挨拶し，「エーデルワイ

ス」を歌唱してウォームアップ。黒板に書かれた基本

フレーズを復習したあと，児童たちは事前に作成した

オリジナルのパスポートを手に U.S., Canada, U.K., 

France, Russia, Italy, Australia の７ヶ国の中から

行きたい国の国旗が飾られたテーブルに並び，まずは

入国審査，次に税関審査へと進みます。

地域の教師・高校生も参加した
アクティビティ

●

 審査官： Show me your passport, please.

 児童： Sure. Here you are.

 審査官： What’s the purpose of your visit?

 児童： Study.

　基本会話がメインの入国審査では，これまでの授

業で練習してきた成果もあり，緊張しながらもスムー

ズに返答している児童が多く見受けられました。ALT

や担任はうまく答えられない児童をジェスチャー等で

優しくフォローします。審査官からスタンプを押しても

らい，“OK. You may go now.” と言われると次は税

関審査。

 審査官： Do you have anything to declare?

 児童： Nothing.

 審査官： Open your bag.

 児童： Sure.

　それぞれ自分の好きなものを入れてきたというボス

トンバッグからはぬいぐるみやコミック本，Tシャツ

など個性豊かなアイテムが飛び出し，審査官役の教

師からも “What is this stuffed toy?”, “Do you 

like this character?”, “What animal do you 

like?”, “How many T-shirts do you have?” と

機転を利かせた様々な質問が飛び交います。最初は

緊張ぎみだった児童たちも，自分の好きなものを伝

税関審査では自分の好きなものについて
思いを伝える楽しさを実感

●

授業レポート

第3回

●
by 編集部

外国語コミュニケーションの楽しさを伝える
アクティビティの工夫
―自分の思いや考えを伝え合うコミュニケーション活動に取り組む児童の育成―
■千葉県印西市立原山小学校の実践

平成 28 年度から印西市教育委員会により外国語活動推進研究校の指定を受けている原山小学校。
外国語コーディネーターを設置し，ALT，学級担任と一丸となって英語使用の日常化を促進。
校内放送だけでなく，登下校や朝の会の挨拶も英語で行い，
児童に外国語でコミュニケーションを図る楽しさを伝えようと取り組んでいます。
同校での外国語活動指導法研修会より，公開授業の様子をレポートします。

● 実際の入国審査でも使える会話をシミュレーション
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えたとおりに書かせて，児童がストレスなく台詞を言

えるように工夫。他のグループの発表後には “Nice 

gesture!”, “Good job!” など積極的に言葉をかけて

おり，友だちの伝え方のよさを認めて称賛する「あい

づちワード」がしっかりと児童たちに浸透している様

子も見られました。

　同校は，28 年度から校長のリーダーシップのもと，

外国語コーディネーターの協力を得て，年間指導プラ

ンの蓄積，学級担任指導の授業形態に取り組んでき

ました。インタビュー活動や英語であ・そ・ぼ（もっと

英語で話したい，遊びたいという児童が集う英語ひろ

ば）を開設し，児童の自己肯定感を育んできました。

1年生から外国語活動を取り入れ（低学年 10 時間・

中学年 15 時間），「あいづちワード」（“Good job!”，

“Nice try!” など）やジェスチャーの活用により，会

話を持続していこうとする児童たちの意欲が向上した

と成果を実感する一方，自分の思いや考えを伝える場

面では，どうしても消極的になってしまう児童が多い

とのこと。しかし今回 6 年生の授業で審査官役を務

めた他校の教師からは「ほとんどの児童がアイコンタ

クトをとって会話していて良かった」との感想もありま

した。4 年生の劇でも “I’m a small ant.” と自発的

に形容詞を加えて自己紹介する様子が見られるなど，

児童が自分の思いを伝えたくなるような場面を工夫し

たアクティビティを通して，積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度が培われていると言えそうです。

場面を工夫したアクティビティで
児童の積極性を引き出す

●

えるということで自然と言葉に思いが乗り，場内に

は笑顔があふれます。最後に “What do you want 

to be?” と将来の夢を問われると，“I want to be a 

soccer player!” と元気よく答える児童も。何とか答

えようと言葉を探す児童たちの姿が見られました。

　30 分程のアクティビティが終了すると最後に担任

の根本先生が “How many stamps did you get?

（スタンプをいくつ押してもらった？）” と質問。7ヶ国

すべてのスタンプを押してもらったという児童もおり，

国ごとに違う絵柄のスタンプを押してもらえるので，

ゲーム感覚で楽しめたようです。

　4 年生の授業ではグループごとにオリジナルの「A 

Big Turnip（大きなかぶ）」劇を披露。キリンやペン

ギン，ユニコーンなど，もともとのストーリーにはな

い個性豊かなキャラクターが登場し，児童も役になり

きって，ジェスチャーも豊かに生き生きと演じていまし

た。

　本来は 6 年生向けの劇のため，ALTと外国語活

動コーディネーターは児童が知らない単語を支援，1

組と 2 組の担任が児童の役割演技を通して自己肯定

感が高まるように指導計画を立て，児童を支援し進

めてきたとのこと。“ turnip” など発音が難しい単語

はあえてカタカナでは紹介せずに，自分の耳で聞こ

身体を動かしながら覚えることで
英語が身近に

●

● お気に入りのぬいぐるみを説明するのが楽しそう

● 目を輝かせながら演じていた児童たち
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異校種連携による英語活動の充実
■河上　卓

すぐる

（東京都武蔵村山市立第三小学校）■菅沼康
やす

志
し

（東京都武蔵村山市立雷
らいづか

塚小学校）

　平成 27年度から29 年度，文部科学省の「外国語
教育強化地域拠点事業」の指定を受け，市内にある
第三小学校，雷塚小学校，第三中学校，都立 上

じょう

水
すい

高等学校の４校が連携して研究を進めてきました。指
導内容や活動形態，指導法などが異なるなか，校種
を越えて連携を図っていくことは容易ではありませんで
したが，この３年間で，小・中・高の一貫性を意識し
た指導の土台を築くことができたのではないかと考え
ています。

　研究初年度は，小学校で初めて導入される教科「英
語」について，何から取り組んでいくべきなのか分か
らず，手探りの研究となりました。毎日が試行錯誤の
連続で，それぞれが，自校の研究を進めていくことに
精一杯で，連携と呼ぶには程遠いものがありました。
そこで，４校の連携を深めていくため，初年度の１２
月に文部科学省の直山木綿子教科調査官に御指導い
ただくことにしました。今思えば，この日を境に連携
が本格的にスタートしたと言えます。

■二つの小学校では，英語
活動支援員や ALT に加え，
第三中学校の英語科教員が
外国語活動・外国語科の授
業を学級担任と共に指導し
ています。子供たちの実態

を誰よりもよく知っている担任と専門的な知識と経験
を持ち合わせた人材とが連携することで，多くの学習
成果を挙げることができました。

　２年目からは，学校間の連携を強化するとともに，
各校の先生同士の交流を深めることを目的とした「合
同研究部会」を設置しました。
　１学期は，互いの授業を参観して懇談会を行い，
連携の土台づくりをしました。２学期には，他校の研
究授業に参加し合い，それぞれの学校で取り組んで

はじめに

中学校教員との連携授業

合同部会の設置

いる研究の良さを共
有することを目指しま
した。これによって，
それぞれの学校の連
携を深めることがで
きました。

　あわせて，これまで一つだった４校の研究推進委員
を「研究部会」と「調査部会」の二つに分け，多角的
に研究を進めていくことにしました。

　調査部会では，共通した項目の意識調査を作成し，
その分析を授業に生かそうと考えました。私たちはア
ンケート結果から二つの点に注目しました。
　一つは 「使えるようになりたい」と考える児童・生
徒が，学年が上がるにつれて増えていくこと，もう一
つは，「英語が好き」と考える児童・生徒が，学年が
上がるにつれて減るという現実でした。

　私たちは，この現状を少しでも良い方向に変えてい
くことを目指して研究を進めていくことにしました。
　最終年度の同調査では，全ての学年で上昇が見ら
れたわけではありませんが，小学校 4 年生と中学校
3 年生に大きな変化がありました。「好き」と回答し
た割合が，小学校４年生で 12％，中学校３年生で
16％増加しました。そして，この二つの学年は「学習
ができる」という項目でも肯定的な解答が，それぞれ
15％と 30％増加しました。「できるようになりたい」
→「できた」→「好き」→「もっとできるようになりたい」
というスパイラルを作っていくことが大切であるという
ことが改めて分かる結果となりました。

　研究部会では，研究協議会や検討会等における情

調査部会の取り組み

研究部会の取り組み

● 中学校教員による英語の指導
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報交換を通して連携を図り，指導内容の工夫や改善
のための取り組みについて話し合いを重ねてきました。
そのなかで，将来的に自信をもって英語を用いたコミュ
ニケーションを図ることのできる児童・生徒を育てた
い，という明確な目標ができました。そこで，実践的
な対話場面を想定した言語活動を授業に意図的に取
り入れ，効果的な連携の具体化を図ることにしました。
これによって，お互いに理解しながら必然性のある単
元ゴールを設定することができるようになりました。
　平成 28 年秋に行われた「小中一貫教育全国サミッ
ト in 武蔵村山」では，買い物などの「店でのやり取
り」という共通の場面を設定した内容で授業を行いま
した。その場面設定を受けて，共通の場面における
会話表現の例を発達段階ごとに横断的に表示し，学
年が上がるにつれて使用する語彙や文章表現の難易
度にも変化が出るように考えました。小学校で学習し
たことが，どのように中学校，高等学校へとつながっ
ていくのかを議論し，４校で連携しながら単元指導計
画を作成しました。
　最終年度には，３年間の研究の集大成として行っ
た研究発表会で，扱う表現だけでなく他教科とも関
連付けることができ，各校種共通に取り組むことがで
きるテーマとして，「まち」を選びました。
　自分の住んでいる身近な地域から海外の国々に至
るまでひじょうに広範囲の場所が対象となるものの，
どの学年も生活科や社会科，総合的な学習の時間な
どで扱っている題材であり，自由度が高く必然性のあ
る場面設定が可能になると考えました。研究発表で
は，小学校 1年生から高校 1年生までの全 10 学年
分の指導計画を作成し，授業を公開しました。
　小学校１年生の「好きな公園の遊具を紹介しよう」
では，生活科と関連した授業を作りました。実際に
遊んだ身近な遊具を扱うことで，自信をもって，英語
を使ったコミュニケーションを図ることができました。
２年生の「公園をデザインしよう」では，英語を使って，
友達と「遊具カード」をやり取りすることで，進んで
話そう・聞こうとする様子が見られました。
　３年生の「建物クイズをしよう」では，オーストラリ
アの建物クイズを通して外国の文化に触れる活動を行
いました。実際にオーストラリアよりゲストを招き，交
流することで，音声の違いを感じることができました。
　４年生の「東京名所のお土産を買いに行こう」では，

社会科と連
携させて授
業を展開しま
した。自分た
ちの住んで
いる東京の
名所につい
て数か所調
べ， それを
身近な外来語を使ったお土産グッズにして，買い物の
疑似体験を取り入れました。
　５年生の「行き先を案内しよう」では，東京都教
育委員会作成の Welcome to Tokyo の内容を基に，
東京オリンピックでの「おもてなし」を考えました。　
　６年生の「武蔵村山市を紹介する動画を作ろう」
では，新教材 We Can ! 2 の Unit 4 「I like my town」
を基に作成し，本市を動画で紹介する活動を行いまし
た。

　中学１年生
と小 学 ６ 年
生の交流授業

「Traditional 

Theate rs」
では，中学生
が校外学習で
訪れた川越市
の様子を6 年

生に英語で伝える活動を行いました。中学生は，小
学生にわかりやすく伝えようと考え，小学生も内容を
推測しながら聞いていました。

　この 3 年間で大きく変わったのは，何よりも小学
校の学級担任の「英語」に対する意欲です。３年前は，

「なぜ小学校で英語？」「授業のやり方がよく分からな
い。」という声が多々ありました。この研究を通して，
試行錯誤しつつ日々の授業を大切にしながら実践して
きたことが，大きな実を結んだといえます。今では多
くの担任が自信をもって，英語支援員やALT，中学校
英語科教員と協力しながら授業に臨んでいます。この
３年間の成果を生かし，２年後の新指導要領の実施に
向けて，更に良いものを目指していこうと思っています。

おわりに

● 海外のゲストを招いた授業

● 小中連携授業
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　ALTのスピーチに心を寄せて話を聴き，キャッチし
た言葉を手がかりに内容を推測し，英語の音声に慣れ
親しむことを目的に行っている「きく活動」です。ALT

には現在学習している単元の表現や既習の表現を使
い、学年や学習レベルに応じてスピーチ（２文〜５文
程度まで）を考えてもらいます。

　言葉や動作などに注意を傾けて見聞きし，推測しな
がら理解しようとすることや，相手に心を寄せてコミュ
ニケーションを取ることを学びます。

相手に心寄せ，話に耳を傾け推測してみよう！

　「Telepathy Game」は，音声に十分慣れて語彙
や表現を使ってみたくなる頃に行えるドリル活動で，ど
の学年でもどの単元でも応用できます。ペアの相手と
学習した英語を使いながら，ワクワク感と楽しさを共
有して活動することができます。

　テレパシーで合わせようと言葉を自分で選択し，何
度も英語表現にチャレンジします。結果としての繰り
返しが行われます。相手と表現をマッチさせようと，
英語を使うことに積極的になっていきます。

相手と心合わせる－わくわく感と楽しさを！

豊かなコミュニケーションを育むアクティビティ
学級作りにもつながるおすすめの活動を紹介します

連載

【第３回】

ALT’s Speech Time / Telepathy Game
■遠藤恵利子（仙台市立向

むかいやま

山小学校）

Telepathy Game
▼進め方ALT ’s Speech Time

▼進め方

●例：「My Birthday - 誕生日はいつ？」の単元を

学習している場合のスピーチ（くりかえしの要素が

多いため，文の数は多め）

ALT: Hello, everyone.  I tel l you about 

the birthdays of my family.  There are 

four people in my family.  My birthday is 

September 23rd.  My brother’s birthday 

is March 1st.  My brother is twenty five 

years old.  My mother’s birthday is July 

22nd.  My father’s birthday is April 4th.  

My mother and father are fifty-three 

years old.  That’s all.  Thank you!

スピーチを聞いた後，子どもたちは，“family? 

birthday?” “ 初めは September って聞こえた。” 

“brother? って聞こえた。” などとキャッチした言葉

を出し合います。さらに“Once more, please.”と

聞き返したりしながらスピーチのおおよそを推測し

合います。

●例：「World Trip - 行きたい国は？」

① 子どもはペアになり，

 背中合わせに座ります。

② ALT/HRTが“Where do you want to go?”と，

クラス全体に尋ねます。（慣れたらみんなで言って

もよい。）

③ 各ペアは，“I want to go to ....（ここまでは背中

合わせのまま発話。次の国名のところでくるりと

体を回し向き合い同時に

 国名を言う。）　

 S1: China! / S2: Italy!”　

 このやり取りをリズミカルに続けていきます。S1 

と S2 が選択し発話する語彙は多くから選択する

のではなく，学習状況や内容に応じて３～４つな

どの絵カードを順次指定しながら適宜選択させ

て行います。

④ S1と S2 が同時に同じ国名を言ったら“Lucky!”,　

上 記 の 例 の ように 違う 国 を言った 場 合 は

“Unlucky.”喜んだり，残念がったりしてわき上

がる瞬間です。

イラスト・田村敬子
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　クラスルーム・イングリッシュは「英語の授業の雰
囲気づくり」の役割も担っています (MEXT, 2017)。
授業の雰囲気づくりの一環として，英語で指示をして
みましょう。例えば，Let’s listen.（聞きましょう。）
や Let’s make pairs.（ペアを作りましょう。）等の
Let’s... は基本表現の一つです。

　Let’s play again.（もう一回やりましょう。）や
Let’s try it.（やってみましょう。）等は既にお使いの方
もいるかもしれません。その他，Let’s の後に，授業
のどのタイミングでも使える表現例として
-start / stop / stand up / sit down / make a 

circle [group]. 

-play a game / say hello to Mr. [Ms.] (ALT) / try 

again.

（活動中に使える表現例）
-sing / chant / practice / think / check. 

-open [close] our books.

-listen and touch [draw/point/circle/repeat/

color].

のような語句を入れることもできます。
Let’s ... のフレーズを活用して，授業中の自然なイン
プットを増やしましょう。

　Let’s ... を他の言い方に替えてみましょう。Do 

おさえておきたい定番フレーズ

先生も生徒も Let’s ... に慣れてきたら

心を伝える Classroom English
Classroom English（教室英語）は

「人と人とをつなげる」コミュニケーション・ツールです。
伝えるために大切なのは，正確な発音よりも，気持ちを込めることです。
イントネーションや声，顔，身体の表現にも工夫が必要です。
Classroom English を上手に使って，
児童とのコミュニケーションを深めましょう。

　指名した児童が答えを間違えたという経験は，教師で
あればどなたにもあると思います。その際，励ますつも
りで Close!（惜しい）や Almost!（近い）という言葉
がけをすると，その児童が顔を上げなくなったり，耳が
真っ赤になったり，それ以降手を挙げてくれなくなったり
したことがあるのではないでしょうか。私は自身の経験
から，「No, but good try! Thank you.」や「No, but 

nice idea!」のような声かけをするようにしました。する
と，間違えた後でも手を挙げる児童が増えていきました。
手が挙がらない児童には，「Let’s try!」ではなく，「〜さ
ん，〜君 , Do you want to try again?」と優しく声を
かけます。「まだ」や「No」という児童もなかにはいますが,

「Don’t be shy！」や「Don’t worry!」等の言葉は使い
ません。まだ心の準備が必要なのだと理解し「It’s OK.」
と返します。しばらくすると多くの場合，児童が間違いを
気にしなくなり，今まで手を挙げていなかった児童の手
が挙がりはじめます。

you want to ...? / Who wants to ...? / Can you ...? 

であれば，児童が知っている語彙も多く使うことがで
きます。例えば，Do you want to listen?（聞きたい
ですか？）や Who wants to try again?（もう一度
やりたい人はだれかな？），Can you say it again?（も
う一度お願いします。）等があります。これらを使えば，
インプットのみならず，会話のやり取りも増やしていく
ことができるでしょう。

参考 : MEXT (2017)『小学校外国語活動・外国語　研修ガイドブック』
p. 118.

Steve T. Fukuda
日米の両方で教育を受ける。
高校教員を経て，
教員養成に携わるために
大学の教員となる。
モットーは「思いやり」と

「恩送り」。

福田 スティーブ利久
文教大学教育学部准教授

［基本表現 Let’s ... ］第３回

Steve先生の

★ワンポイント・レッスン
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◎あとがき
　いよいよ新学期が始まり，小学校では新課程への移行期間が始まりました。先生方はこれまでの「外
国語活動」の内容だけでなく，文科省作成の新教材を活用しつつ，新課程の「外国語」の要素を含む
授業を行うことが求められています。児童たちは，同じ学校にいても，生まれた年度によって学ぶ機
会も進度も異なる環境で英語を学んでいくことになります。どの子どもも前向きに外国語を学んでい
けるよう，わたしたちもサポートさせていただきたいと考えています。　　　　教育出版英語編集部

表紙イラスト：クドウあや

Q&A
小学英語
指導法事典
教師の質問112に答える

金森 強・本多敏幸・泉 惠美子　編著
A５判／ 216ページ／定価：本体 2,400 円＋税

樋口忠彦・髙橋一幸・加賀田哲也・泉 惠美子　編著
A５判／ 288ページ／定価：本体 2,800 円＋税

小学校英語の教科化を踏まえ，「主体
的な学び」をキーワードに，具体的な展
開の仕方を提示する。

主体的な学びを
めざす
小学校英語教育
－教科化からの新しい展開－

小学校英語の教科化に向けた教
師たちの質問や悩みに，理論と実
践の両面から答える。
好評『Q&A 中学英語指導法事典』
の小学校版。

こちらから
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